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1 はじめに  

最大リーフ全域木問題（MaximumLeavesSpanningTYeeProblem：MLSTP）とは，連結無向グラ  

フG＝（隼β）・の全域木の中で，リーフ（次数1の頂点）数が最大のものを求める間琴である．MIノSTP  

はNP－hardであり【2］，lMAX－SNPhardであることも知られている【1】・また，いくつかの近似解法が  

【3，4】で与えられてし†る．不稿では，叫LSTPの定式化を行い，各制約式がMLSTPから定義される多  

面体のファセットを定める条件を与える．最後に緩和問題について触れる．  

2 緒定義   

β⊆Ⅴに村してβ（g）≡i（豆，メ）∈βい，J∈g），G【g】≡（β，β（g）），G＼∫≡G【レ＼外耳⊆捌こ村し  

て可ア）≡∑俄・盲∈Ⅴに対して叩）≡i（車，ブ）∈βり∈Ⅴ＼（椚・e∈捌こ対してG－e≡（叩＼（e））  
e∈F  

とする． 

Gは連結だがG＼i宜）が非連結となるとき，宜∈Ⅴをカット頂点（切断点，関節点）とよぶ．また，G  

がカット頂点を持たないとき，Gは2連結である，という．  

3・結果   

3．1 定式化   

MLSTPは▼， 

●∬e＝1⇔e∈r   

・研＝ 1⇒盲はアのリーフ  

と定めると，以下のように定式化される：  

Maxim元e ∑y‘  
i∈V  

subjectto a：（E）＝lV卜1，  

可β（g））≦lβ卜1  

昔（伸））＋（l伸）卜1）研≦l仲）l  

∬。≧0  

机≧0  

∬e：整数  

研■：整数  
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（ぶ⊂Vandtβl≧2），  

（ま∈Ⅴ），  

（e∈β），  

（乞∈Ⅴ・），  

（e∈β），  

（豆∈Ⅴ）．  

次節では，（3）～（6）の各式が，多面体  

P≡Cα円心（（（訂，y）∈が×町（昔，y）は（2）～（8）を満たす））  

のファセットを定めるための条件を与える．以下では，一般性を失うことなく，Cを2連結グラフと仮  

定する．  
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3．2 ファセット  

補遺き．1Pのq伊乃e玩J‖ま（（諾，y）∈がlxR】Vll諾（β）＝lVl－1）で与えられる．  

系3．2（鯨m（P）＝lVけlβ卜1．  

補題8．き∬e≧0がPのファセットを定める必要十分条件は，G－eが2連結グラフとなることであ  

る．  

補題3．4任意の豆∈Ⅴについて研≧0はアのファセットを定める．  

補遺3．5三芳（β（g））≦l5卜1がPのファセットを定める必要十分条件は，  

（ト1）凶≧3のときG【g】は2連結；  

（ト2）lgl＝2のときG【g】は連結；  

（ii）G＼βは連結．   

次の補題は（4）式の一般化である．  

捕逸8・6豆∈Ⅴ，ダ⊆坤）をlダー≧2とする．このとき  

昔（ダ）＋（阿ト1）飢≦げl  

はPの安当不等式である．  

定理3．7豆∈Ⅴ，ダ⊆伸）をlダ1≧2とする．このとき（タ）式がアのファセットを定める必要十分粂  

件は，ダのどの枝もG＼i豆）のカット頂点と隣接していないことである．  

系3．81伸）l＝2ならば，り）式はPのファセットを定める．  

3．3 緩和問題  

（1■）～（7）で定義される問題，すなわちyの整数性を外した問題は次のような全域木問題になる：  

di一正（∂（豆））  

Ma裏血ze ∑  
i∈Ⅴ   

武一1   

di  

di－1  －。＝吉∈g（詩＋盲）∬e  ∑  
i∈V  

Subjectto a：：■全域木，  

ただしdi＝l∂（瑚．これは（4）に関するラグランジュ緩和問題と一致することが示される．現在，この  

緩和問題を用いた厳密解法を検討中である．   
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